
農
業
DX
構
想「
農
業×

デ
ジ
タ
ル
」で
日
本
の
食
と
農
業
の
未
来
を
切
り
拓
く
。

Digital Transformation

畜産
畜産経営における生産性の向上や労働負担の軽減等に向けて、ITや

AI（人工知能）技術を活用した、畜産のデジタルトランスフォーメー

ション（畜産DX）を推進することが求められています。そのために

は、畜産DX技術導入の経済的効果等の評価手法を確立し、家族経営

における畜産DX技術の効率的な導入を支援することが重要である

ことから、畜産DX技術導入による労働負担軽減や所得向上に与える

効果を調査し、導入効果を評価することにより、家族経営における畜

産DXの推進を図るとともに、魅力ある家族経営の育成を図ります。

令和５年度家族経営における
畜産ＤＸ推進事業

公益社団法人 中央畜産会　資金・経営対策部　　TEL：03-6206-0833（直通）　FAX：03-5289-0890　E-mail：shikin@sec.lin.gr.jp

Digital Transformation

畜産

(株)デラバルWebサイトより引用

(株)コーンズ・エージーWebサイトより引用

伊藤忠飼料(株)Webサイトより引用

Webサイトの
ご紹介

日 本 中 央 競 馬 会
特別振興資金助成事業

■ 近年の畜産DX技術について

■ 調査・分析事業の事例紹介（抜粋）

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牛豚鶏

次世代閉鎖型畜舎
・THI、エアロゾル濃度、
画像による牛の
位置で環境制御

餌寄せロボット
Lely Juno

自動敷料散布機

自給飼料
ロボットトラクタ

温度センサ
モバイル牛恩恵

画像による体
型センシング

画像から体重測定
・デジタル目勘

・画像から体重
・音声による疾病発見
fancom eYeGrow活動量

・fancomeYeNamic

補鶏システム 洗浄ロボット：ふん尿搬出ロボット

搾乳ロボット
・発情発見
・疾病発見
VMS V300
ハードナビゲーター

開放型畜舎：自然換気 THIによるミスト制御

閉鎖型畜舎：温度によるファン制御

ふん尿搬出、処理

自動給餌、給水、ふん尿処理

個体識別：RFID

見える化、アラームの通知、データ連携 デルプロ
チャレンジマン20P

母豚群飼システム

監視、死鶏発見
ロボット
・Robococco

行動検出による発情、
分娩、疾病発見
・画像：牛わか
・モーションセンサ
アクティビティメーター

経営管理：Porker

ク
ラ
ウ
ド

に
よ
る

統
合
制
御
と

経
営
管
理

４

畜
舎

1

個
体
の
イ
ベ
ン
ト
検
知
、

生
体
情
報
の
取
得

3

作
業
の
自
動
化
、

省
力
化

2

酪農クラウド
・環境制御
・蹄病の早期発見

アクションプランの提示

自動給餌機
マックスフィーダー

バーチャルフェンス
堆肥切り返しクレーン

哺乳ロボット

乳質検出装置
・搾乳毎、個
体別、9成分

畜産DX推進事業に関する情報を、こちらのサイトよりご確認いただけま
す。全国シンポジウムの様子、畜産DX技術普及ガイドブック、その他関連動
画の数々をご覧ください。情報を共有することにより、畜産の元気な未来を
担っていく皆様の助けになることを願ってやみません。

▶
畜産DX　技術普及ガイドブックより（抜粋）

畜
産
D
X
技
術

岡
山
県
の
導
入
事
例
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岡山県の導入事例05
1
実
装
経
営
の
概
要

（
畜
産
Ｄ
Ｘ
技
術
導
入
前
）

【
Ａ
農
場
】

⑴
家
族・労
働
力
構
成

 

本
人(

51
歳)

　
妻(

42
歳)

　

長
男（
13
歳
　
後
継
予
定
）　
次
男

 

１
日
当
り
労
働
時
間
　

本
人
８
時
間
　
妻
４・５
時
間
　

 

臨
時
職
員
２
人
　

１
人
１
日
３
〜
３・５
時
間
程
度
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
　
年
６
日
×
７
時
間
／
日

⑵
経
営
規
模
、生
産
量
な
ど

 

飼
養
頭
数
　
経
産
牛
33
頭
　

未
経
産
牛
12
頭
　
育
成
牛
18
頭

年
間
出
荷
乳
量
　
２
９
２・５
t
　 

経
産
牛
１
頭
当
た
り
年
間
乳
量
　

８
，８
６
５
kg

牛
舎
　
平
成
２
年
建
設
　
鉄
骨
　
６
４
０
㎡  

収
容
可
能
頭
数
　
52
頭

飼
養
方
式
　
繋
ぎ
飼
養
　
対
尻
式

飼
料
作
付
の
べ
面
積
　
５
４
０
a（
牧
草
）

　
⑶
そ
の
他
の
特
徴

 

当
該
機
械
導
入
前
か
ら
乾
草
用
自
動
給
餌

機
を
使
用

【
Ｂ
農
場
】

⑴
家
族・労
働
力
構
成

 

本
人(

31
歳)

　
妻(

38
歳)

　

父（
64
歳
）　
母（
59
歳
）　

祖
母（
88
歳
）　
子（
４
歳・３
歳・０
歳
）

 

１
日
当
り
労
働
時
間
　

本
人
７・９
時
間
　
妻
４・７
時
間
　

父
３・８
時
間
　
母
４
時
間

臨
時
職
員
　
１
２
０
延
べ
人
日
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
　
40
日
／
年
×
７
時
間
／
日

⑵
経
営
規
模
、生
産
量
な
ど

 

飼
養
頭
数
　
経
産
牛
63
頭
　

未
経
産
牛
11
頭
　
育
成
牛
35
頭

年
間
出
荷
乳
量
　
５
９
３・１
t
　 

経
産
牛
１
頭
当
た
り
年
間
乳
量
　

９
，３
８
４
kg

牛
舎
　
昭
和
50
年
頃
建
設
　 

収
容
可
能
頭
数
　
約
50
頭

飼
養
方
式
　
繋
ぎ
飼
養
　
対
尻
式

 

飼
料
作
付
の
べ
面
積
　
３
，２
０
０
a

（
チ
モ
シ
ー
）牛
舎

　
⑶
そ
の
他
の
特
徴

 

当
該
機
械
導
入
時
に
、フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト・飼

料
攪
拌
機・牛
舎
自
動
換
気
シ
ス
テ
ム
等
を

整
備

2
本
県
に
お
け
る
畜
産
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

対
象
機
械
に
つ
い
て

⑴
機
械
選
定
理
由

岡
山
県
の
酪
農
業
に
お
い
て
は
、経
産
牛

80
頭
規
模
未
満
の
中
小
規
模
の
酪
農
場
が

77
％
を
占
め
て
お
り（
令
和
５
年
お
か
ら
く
調

べ
）、多
く
が
家
族
経
営
で
あ
る
。ま
た
、こ
の

飼
養
規
模
に
お
い
て
、戸
数
及
び
飼
養
頭
数

の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、本
県
に
お
い

て
、今
後
安
定
的
な
生
乳
生
産
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、こ
れ
ら
の
家
族
経
営
を
い
か
に

維
持
さ
せ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、後
継
者
の
就
農
促
進
と

と
も
に
、家
族
経
営
の
成
長
過
程
で
生
じ
る

労
働
力
に
係
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

D
X
概
念
の
導
入
と
、労
働
環
境
の
改
善
、必

要
十
分
な
収
益
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、本
県
の
家
族
経
営
に
お
い
て
約
８

割
を
占
め
る
繋
ぎ
飼
養
方
式
に
お
い
て
、導

入
コ
ス
ト
が
低
く
、日
常
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
、収
益
向
上
が
期
待
で
き
る
機

械
と
し
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ン
20
Ｐ
」を
選
定

し
た
。

⑵ 
機
械
概
要
　
精
密
飼
養
管
理
シ
ス
テ
ム

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ン
20
Ｐ
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ン
20
Ｐ
」は
、搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト

搬
送
装
置 

ユ
ニ
ッ
ト
キ
ャ
リ
ー
Ｕ
Ｃ
Ｒ
75
／

キ
ャ
リ
ロ
ボ
Ｕ
Ｃ
Ａ
30
Ａ
、乳
量
計
付
自
動
離

脱
装
置 

Ｍ
Ｍ
Ｄ
５
０
０
、乳
牛
飼
養
管
理
ソ

フ
ト 

Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｐ-

３
、自
動
給
餌
機 

マ
ッ
ク
ス

フ
ィ
ー
ダ
ー（
Ｈ
Ｉ
Ｄ
）を
複
合
さ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
機
械
で
あ
る
。　
　
　

Ｍ
Ｍ
Ｄ
５
０
０
で
個
体
ご
と
の
乳
量
、乳
温
、

電
気
伝
導
度
を
測
定
し
、乳
量
を
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｐ-
３

に
取
込
み
乳
量
に
最
適
の
給
餌
量
を
算
出
、搾

乳
ユ
ニッ
ト
搬
送
装
置
で
乳
量
計
や
搾
乳
ユ
ニッ

ト
の
運
搬
の
負
荷
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
。

Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｐ-

３
を
中
心
に
、Ｍ
Ｍ
Ｄ
５
０
０
と

マ
ッ
ク
ス
フ
ィ
ー
ダ
ー（
Ｈ
Ｉ
Ｄ
）が
相
互
に
連

動
し
、乳
牛
の
要
求
に
合
っ
た
給
餌
量
を
、多

回
数
給
餌
す
る
こ
と
で
、乳
牛
の
健
康
維
持
、

産
乳
量
の
増
加
、繁
殖
改
善
、飼
料
費
の
削
減
、

診
療
衛
生
費
の
削
減
、種
付
け
料
の
削
減
が

期
待
で
き
る
。ま
た
、搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト
搬
送
装

実装
畜産ＤＸ
技術

オリオン機械株式会社　チャレンジマン 20P



畜産ＤＸ技術は、家族経営体にとって新しい技術であり、馴染みの薄いことが多く、また高額な初期費用
と維持費が必要な技術もあります。そのため、ＤＸ技術の導入は慎重に行うべきであり、導入にあたって
留意すべき点を調査・分析の結果から抽出しました。畜産ＤＸ技術の導入を考えている畜産経営の経営
改善や経営指導、畜産ＤＸ技術の製品開発・営業等の場面で参考にしていただければ幸いです。

2024年1月に開催された全国シンポジウムの動画を、先生方のお話や各県の事例報告等を項目ごとに動画内の
プレゼン資料PDFとともに掲載しています。

明るい未来へ向けて
畜産DXの取り組み

DXはデジタル技術を活用して業務プロセスやビジネスモデルを
変革する事で、畜産分野でも注目されています。令和5年度畜産DX
推進事業全国シンポジウムにおける畜産DX技術の実証調査分析
報告では3県のDX導入事例を紹介。また報告事例の一つである岡
山県長恒牧場を現地レポート。技術指導者や関係機関のサポート
体制、技術の活用により、家族経営の収益性向上や効率化が期待さ
れています。地域一体となったその取組をご紹介します。

総集編　畜産DX　2023

いま畜産分野で注目されている「DX（デジタルトランスフォー
メーション）」。今年番組で取り上げた岡山県のDXサポート体
制、牛の総合診察サポートツール「Ｕ-メディカルサポート」、牛の
体調変化を見守る「カプセルセンス」など、デジタル技術を活用
し業務プロセスやビジネスモデルを変革しています。様々な問
題解決に向け実装されているDX導入事例を令和5年度DX推進
事業全国シンポジウムのダイジェストと共にお届けします。

１ 畜産DX技術導入の目標の明確化

２ 目標の具体例

（1）収益の性向上 （2）担い手の確保 （3）アニマルウェルフェアや
　　  畜産環境の改善

①機器やアプリケーション等の操作に関する知識　　②通信・ネットワークに関する知識
③セキュリティに関する知識　　④DXデータを用いた分析・判断

３ 基礎的なIT等の知識

８ DX技術の導入

畜産DX技術導入の目標の再確認・修正

７ DX技術に対するメーカ以外のアドバイス
①既導入農家のアドバイス　　②農家と関係機関・団体からなる推進体制の構築
③DX技術に詳しい人材の活用

①作業効率の向上（省力化）
②規模拡大（増頭）
③1頭当たりの生産性の向上
④最適な経営判断の支援
⑤畜産物の高品質化

①労働環境の改善
②親元就農のきっかけ
③スキル習得の早期化

①畜舎内環境の測定・制御
②ふん尿処理の高度化
③地球温暖化効果ガスの抑制

４ 畜産DX技術導入の費用
①DX技術の本体価格　　②付帯施設費　　③ランニングコスト　　④借入金償還　　⑤資金の調達　　
⑥修理・更新の時期と費用

５ 畜産DX技術の機能面等
①数値化した目標の達成の可能性　　②過剰品質　　③操作性や運用性　　④機能のアップデート
⑤他の畜産DX技術と連携　　⑥牛舎の構造、家畜の飼養形態や通信環境

６ メーカのサポート体制
①研修や勉強会　　②メンテナンスや修理

■ 畜産DX　技術の選定・導入前に留意すべきポイント

畜産DX　技術普及ガイドブックより（抜粋） 全国シンポジウム動画（抜粋）

畜産DX 関連動画のご紹介（がんばる！畜産！）

畜産DX特集　総集編
離農の増加や少子高齢化を背景に、日本では酪農・畜産の大
規模化が加速している中、すでに畜産業においてもさまざま
なデジタル化や自動化が進められています。畜産の分野にお
いて、DX化はどのように進んでいるのか。今後、さらなる技
術革新が進み、日本全国へと波及していくことで、酪農・畜産
業界に差し込む“希望の光"となるだろう畜産業のDXをお届
けします。

2022/01/24

IPPS２０２２　特集パート2
「本物との出会い、世界に誇る養鶏・養豚産業の未来がここに」
をテーマに愛知県名古屋市で行われた国際養鶏養豚総合展
（IPPS2022）の第二弾。施設、機械、器具、システムなど養鶏養豚
の最先端技術を前回に続きたっぷりお届け。またイベントス
テージで行われた特別講演会の様子などもお伝えします。

2022/09/16

IPPS２０２２　特集パート1
「本物との出会い、世界に誇る養鶏・養豚産業の未来がここに」
をテーマに愛知県名古屋市で行われた国際養鶏養豚総合展
（IPPS2022）を大特集。前回から4年ぶりとなる今回の展示会
では過去最高の229社の出展され、養鶏養豚の最先端技術が大
集結。その様子をたっぷりとお届けします。

2022/09/16

畜産DX特集　総集編
養鶏・養豚の今に迫る
第一次産業の労働者不足は深刻な問題。畜産業もその1つ。畜産
業は重労働が多く、労働者の負担が大きい。このような問題を解
決するために、畜産DXの推進が欠かせません。番組では養豚、養
鶏の分野で畜産DXに取り組む企業、畜産農家を紹介します。

2023/03/16

2020/09/23

先端技術を応用する畜産現場を見る！
畜産現場における最新テクノロジーの応用は日々進められてい
ますが、これまで番組では搾乳ロボットはもちろんのこと、行動
履歴をトランスポンダーとコンピュータで解析・管理して繁殖
に役立てるシステム、また、養鶏経営における集卵・選別・パック
詰めなどの作業をロボット化するシステムなどを紹介してきま
した。今回の番組ではそれらの技術をまとめてご紹介します。

最先端牛舎と酪農の未来
千葉一磨が畜産・酪農魅力発見レポーターとして消費者の皆さ
んに畜産現場の様子をお届けします。今回お邪魔した栃木県の
大型牧場は、乳牛なんと1300頭！閉鎖型牛舎とよばれる最先
端の牛舎や、室内管理・掃除・搾乳など

2019/09/13

基調講演1　近年の畜産DX技術について

調査分析事例報告1　【千葉県】

基調講演2　畜産DX技術の選定・
導入にあたって留意すべきポイント

NEW NEW

調査分析事例報告3　【鹿児島県】


